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【特集】彼岸花の里
　美しき江里山の棚田
【特集】まちづくり
小城市のごみを減らそう！
９月は動物愛護週間です
市民課からのお知らせ
９月 10 日は下水道の日
民生・児童委員が交代されました
あなたのスキルアップをお手伝いします
サガン鳥栖交流宣言№３
芦刈ムツゴロウロードレース大会参加者募集！
人権コラム
税務課からのお知らせ
まちの話題
市民病院「食と健康」
情報いろいろ

( 裏 )
Ｐ20           　　～ アイ  ラブ  おぎ ～
  
　　 ゲストは、村岡 義明 さん（クラフト作家）

よしあき

消防団夏季訓練　８月16日（日）
芦刈中学校グランド

定額給付金の申請
期限は、

10月６日（火）までです。



彼
岸
花
の
里

美
し
き
江
里
山
の
棚
田
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小
城
駅
か
ら
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
約　

分
。

２０

　

祇
園
川
を
渡
り
、
坂
道
を
上
っ
た
先
、
標

高
２
５
０
メ
ー
ト
ル
、
天
山
山
系
の
中
腹
に

江
里
山
の
集
落
は
広
が
る
。

　

９
月
中
旬
か
ら
、
約
６
０
０
枚
の
棚
田
の

畦
道
に
、
真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
咲
き
始
め
る
。

　

棚
田
の
曲
線
に
沿
う
、
眩
し
い
赤
。

　

稲
穂
と
彼
岸
花
の
織
り
な
す
、
美
し
い
風

景
は
「
農
村
景
観
百
選
」（
平
成
３
年
・
農

林
水
産
省
認
定
）、「
日
本
の
棚
田
百
選
」（
平

成　

年
・
農
林
水
産
省
認
定
）
に
選
ば
れ
て

１１
お
り
、
更
に
昨
年
度
に
は
「　

世
紀
に
残
す

２２

佐
賀
県
遺
産
」
に
も
選
ば
れ
た
。

　

彼
岸
花
の
見
頃
は
９
月
下
旬
の
秋
分
の
頃
。

　

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
秋
の
風
物
詩
と

し
て
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
江
里

山
で
こ
ん
な
に
彼
岸
花
が
咲
き
誇
る
の
か
。

　

そ
の
理
由
は
棚
田
に
あ
る
。

棚
田
の
秘
密

　

一
般
的
な
棚
田
は
、
田
ん
ぼ
の
土
が
流
れ

出
な
い
よ
う
に
斜
面
が
石
垣
に
囲
ま
れ
て
い

る
が
、
江
里
山
の
棚
田
は
土
で
田
ん
ぼ
を
固

め
る
「 
畦  
畔 
」
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い

け
い 
は
ん

る
。
そ
の
た
め
、
他
の
棚
田
に
比
べ
畦
道
に

彼
岸
花
が
咲
き
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
涼
し
い
気
候
も
彼
岸
花
に
は
適
し

て
い
る
。



彼岸花の里 美しき江里山の棚田

棚田を守る人

ひがん花まつり

岡
本
力
男 

区
長
﹇
江
里
山
地
区
﹈

◆期日　9月23日（水・祝）　９時～
◆会場　江里山・彼岸花観賞広場
　棚田米をはじめ、地元農産物の販売が行われる。
［同時開催］
　かかしフェスティバル

【問合せ】農林水産課　農政企画係（芦刈庁舎）
　　　　　担当　西村　☎63‒8820

小城駅
●

小城市役所
小城庁舎●

●須賀神社
岩松小学校●

岩蔵天山神社●

祇
園
川

高速
道路

祇
園
川
橋

浪
松
橋

48

203

江里山 棚田
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私
た
ち
の
住
む
江
里
山
は
室

町
時
代
か
ら
続
く
集
落
で
す
。

　

受
け
継
い
で
来
た
棚
田
を
守

る
た
め
に
、
も
っ
と
多
く
の
方

に
江
里
山
の
こ
と
知
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
が

何
か
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
頃
、
自
生
し
て
い

た
彼
岸
花
を
も
っ
と
き
れ
い
に

咲
か
せ
、
名
物
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
ら
れ
た
方
が
、
花
の
数
に

驚
か
れ
て
、「
球
根
の
植
樹
を

し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」
と
尋

ね
ら
れ
ま
す
が
、
植
樹
は
し
て

い
な
い
ん
で
す
よ
。

　

た
だ
、
９
月
の
中
旬
に
一
斉

に
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
９
月

の
初
頭
に
、
集
落
の
み
ん
な
で

畦
道
の
草
刈
り
を
し
ま
す
。

　

す
る
と
、
９
月
中
旬
頃
に
、

き
れ
い
に
咲
く
ん
で
す
よ
。

　

ひ
が
ん
花
ま
つ
り
の
時
は
遠

く
は
愛
知
県
か
ら
も
観
光
に
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

江
里
山
の
美
し
い
風
景
を
見

に
、
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
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中心市街地活性化

合
併
新
市
に
は
民
間
の
投
資
先
と

し
て
魅
力
的
で
、
新
し
い
文
化
を

創
造
し
て
い
く
「
都
市
（
街
）
の

顔
」
が
必
要
で
す

　

ま
ち
の
賑
わ
い
は
、
人
や
物
と
と
も
に
、

い
ろ
い
ろ
な
知
識
と
情
報
を
集
め
、
地
域

の
新
た
な
文
化
や
個
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

単
な
る
住
宅
地
の
集
ま
り
や
商
店
街
だ
け

で
は
都
市
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
都
市
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら

生
活
環
境
を
高
め
、
新
た
な
文
化
を
創
造

し
て
い
く
様
々
な
活
動
の
中
心
と
し
て
の

「
都
市
の
顔
」
が
必
要
で
す
。

中
心
市
街
地
再
生
の
取
り
組
み
が

小
城
市
全
体
の
経
済
や
文
化
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん

　

中
世
千
葉
氏
、
近
世
小
城
鍋
島
氏
の
城

下
町
と
し
て
ま
ち
の
形
が
作
ら
れ
発
展
し

て
き
た
千
二
百
年
を
超
え
る
奥
深
い
歴

史
・
文
化
を
持
つ
小
城
の
中
心
市
街
地
。

そ
の
歴
史
・
文
化
遺
産
や
商
業
、
行
政
、

医
療
・
福
祉
な
ど
の
機
能
を
最
大
限
に
生

か
し
な
が
ら
、
人
々
が
住
み
、
働
き
、
そ

し
て
楽
し
み
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら

し
の
中
で
発
酵
す
る
文
化
の
創
造
と
街
並

み
の
再
生
こ
そ
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
目
標
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
一

体
感
を
持
て
る
小
城
市
全
体
の
経
済
や
文

化
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
中
で

持
続
的
な
地
域
の
発
展
を
目
指
す
、

効
率
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す　

　

市
で
は
、
合
併
新
市
の
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成　

年
８
月
）
の
中
で

２０

目
指
す
都
市
像
（
図
１
）
を
「
薫
風
新
都

−

 
天  
山 
と 
有
明
海 
が
織
り
な
す 
生
活 
創
造

や 

ま 

う　
　

み 

く
ら
し

都
市　

小
城
市−

」
と
定
め
ま
し
た
。
同

時
に
、
合
併
小
城
市
の
「
中
心
拠
点
」
を

小
城
の
中
心
市
街
地
と
定
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
中
心
市
街
地
区
域
を
小
城
駅
か

ら
須
賀
神
社
ま
で
の
商
店
街
地
区
や
住
居

地
区
を
含
む
エ
リ
ア
と
定
め
、
ま
ち
の
再

生
と
再
構
築
を
図
り
、
魅
力
あ
る
都
市
の

形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

人
や
情
報
が
集
ま
り
、
成
長
す
る
ま
ち

の
力
。
今
、
既
成
市
街
地
を
見
直
し
、
市

の
個
性
や
歴
史
･文
化
を
は
ぐ
く
む
賑
わ

い
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
ま
ち
と
し
て
発
展
す
る
三
日
月

拠
点
、
商
都
牛
津
中
心
市
街
地
の
地
域
拠

点
、
農
漁
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
芦
刈
拠

点
の
ま
ち
づ
く
り
に
併
せ
、
中
世
千
葉
氏
、

近
世
に
鍋
島
氏
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
、

そ
の
歴
史
と
と
も
に
都
市
機
能
を
生
か
す

中
心
拠
点
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
。

　

ま
ち
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
。
そ
の
夢

を
リ
ー
ド
す
る
「
都
市
の
顔
」
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

都市（まち）の顔を考える
－動き始めた中心市街地活性化－

（６月３０日内閣総理大臣認定小城市中心市街地活性化
基本計画）

図１

小城市中心市街地

▲小城市都市計画マスタープラン（H20年 8月策定）　将来都市構造図
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小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
が
設
立
（
県
内
第
１
号
）　

　

８
月　

日
（
金
）、
小
城
庁
舎
で
中
心
市

２１

街
地
活
性
化
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
。

約　

名
の
関
係
者
が
参
集
し
、
県
内
第
１

４０
号
の
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
に
基
づ
く
県
内
初
の
内
閣
総
理
大
臣
認

定
を
受
け
た
小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
位
置
付
け
る
中
心
市
街
地
の

再
生
事
業
を
産
官
学
の
関
係
機
関
･団
体

が
協
議
・
連
携
す
る
母
体
で
、
商
工
会
議

所
と
（
株
）
ま
ち
づ
く
り
小
城
が
共
同
設

立
者
と
な
り
小
城
市
や
関
係
機
関
・
団
体

等
へ
呼
び
か
け
、
協
議
会
委
員
を
構
成
。

九
州
経
済
産
業
局
や
九
州
地
方
整
備
局
等

５
団
体
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
依
頼
し
組
織

を
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
民
間
事
業
計
画
を
提
案

又
は
、
市
が
策
定
・
変
更
す
る
基
本
計
画

に
対
し
、
意
見
を
提
出
す
る
機
関
で
す
。

商
業
ベ
ー
ス
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
全
体

を
様
々
な
角
度
か
ら
協
議
・
検
討
し
、
中

心
部
を
再
生
し
て
い
く
も
の
で
す
。
当
日

の
協
議
会
で
は
、
規
約
案
、
役
員
案
、
活

動
計
画
及
び
収
支
予
算
案
等
を
審
議
し
、

満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
・
副
会
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会　

長
＝
長
安
六
佐
賀
大
学
経
済
学
部
教
授

副
会
長
＝
古
賀
富
夫
商
工
会
議
所
会
頭

副
会
長
＝
江
里
口
秀
次
小
城
市
長

事
務
局
＝
小
城
商
工
会
議
所 

 

小
城
市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
の
会
長
就
任
に

あ
た
り

　

こ
の
度
設
置
さ
れ
た
小
城
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
会
長
の
大
役

を
、
不
肖
な
が
ら
、
務
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
副

会
長
さ
ん
の
ご
助
成
の
下
、
監
事
、

運
営
委
員
の
皆
さ
ま
と
ガ
ッ
チ
リ
、

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
活
性
化
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

先
日
、
鯖
岡
小
路
界
隈
を
歩
い
て
、

生
垣
や
水
路
、
建
物
、
恵
比
須
さ
ん
、

遺
構
等
々
、
城
下
町
と
し
て
の
風
情

に
感
激
し
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
の

お
宝
を
よ
そ
者
の
目
で
掘
り
起
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
頂
き
、

磨
き
を
か
け
る
手
立
て
を
考
え
て
い

く
こ
と
も
、
私
の
役
目
の
一
つ
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小城市中心市街地活性化協議会構成員
氏名団体名（役職）区分

古賀　富夫株まちづくり小城代表取締役/小城商工会議所会頭共同設置者
小柳平一郎小城商工会議所副会頭共同設置者
村岡　安廣小城羊羹協同組合理事長/小城商工会議所副会頭商業者
八頭司　博小城本町開発組合理事長商業者
力武　博明小城本町開発組合専務理事商業者
中島　英明JR九州旅客鉄道株施設部企画課　副課長交通事業者
今泉　健吾昭和自動車株　自動車事業部　副部長交通事業者
林　　富佳小城市社会福祉協議会 会長医療福祉
森永　　弘小城町本町区長地域住民
半田　幸子小城女性団体連絡協議会会長地域住民
江里口秀次小城市市長行政
唐島　佳仁小城市建設部長行政
副島　義三小城市産業部長行政
七田　利秀小城市観光協会会長観光
鮎川　好彦小城町人づくり塾塾長地域経済
七田　義孝フォーラム小城地域経済
富永　正樹NPO法人天山ものづくり塾地域経済
牧瀬　伸雄不動産業地域経済
大家　和義建築士事務所協会小城市・多久市代表地域経済
山下　靖之小城金融協会長/佐賀銀行　小城支店長地域経済
池田　浩明小城商工会議所青年部会長地域経済
井手真喜子小城商工会議所女性会副会長地域経済
円城寺吉一JA佐賀県農業協同組合　佐城支部　統括常務理事地域経済
長　　安六佐賀大学　経済学部教授教育
岩松　要輔小城郷土史研究会会長教育
斉田　　浩経済産業省九州経済産業局流通サービス産業課長オブザーバー
平塚　勇司国土交通省九州地方整備局都市・住宅整備課長オブザーバー
大塚　武司佐賀県商工課長オブザーバー
西村　　平佐賀県まちづくり推進課長オブザーバー
村岡　輝男佐賀土木事務所長オブザーバー
古賀　秀一（独）中小企業基盤整備機構九州支部地域振興部長オブザーバー

柿崎　邦雄（独）中小企業基盤整備機構九州支部地域振興課
中心市街地サポートマネージャーオブザーバー

小城市中心市街地活性化協議会

総　　　会
運営委員会

個別プロジェクト会議
空き店舗所有者・

専門家等

専門部会

協議会の構成者+事業関係者等

・タウンマネジメント推進員
・プロモーション推進員
・まちなかナビゲート推進員

事務局会
事務局：小城商工会議所

小城市

タウンマネジャー

長　安六
・佐賀大学経済学部教授
・佐賀大学地域経済研究センター長
・佐賀大学まちづくりサテライト

　「ゆっつら～と館」館長
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特 集 中心市街地活性化

小
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
を 
涌  
井 
わ
く 
い

史
郎
氏
が
サ
ポ
ー
ト
！

ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
外
部
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
涌
井
史
郎
氏
が
就
任
！

　

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
の
中
心
市
街

地
活
性
化
対
策
に
対
す
る
政
策
提
言
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
桐
蔭
横
浜
大
学
特
任
教
授
で
Ｔ
Ｖ
の

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
涌
井
史
郎
氏
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

８
月
６
日
（
木
）、
江
里
口
市
長
か
ら
涌

井
氏
に
対
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
認
定
中
心
市
街
地
周
辺
の
現

地
踏
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら

の
職
員
向
け
の
研
修
会
で
「
中
心
市
街
地

と
地
域
遺
伝
子
と
し
て
の
景
観
施
策
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
涌

井
先
生
か
ら
は
、
成
熟
社
会
や
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
拡
大
す
る
ま
ち
づ

く
り
か
ら
歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
の

必
要
性
や
生
物
多
様
性
に
着
目
し
、
環
境

の
面
か
ら
も
低
炭
素
社
会
の
構
築
の
重
要

性
な
ど
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
の
先
導
的
事

業
と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
は
全
庁
挙

げ
て
取
り
組
む
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。　

　

今
後
、
涌
井
先
生
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
へ
の
助
言
・
指
導
を
お
願
い
す

る
ほ
か
、
商
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
向
け

の
講
演
等
を
お
願
い
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

◇中心市街地活性化に関するお問合せは
都市整備推進室　中心市街地活性化推進係
（小城庁舎３階）　担当　江頭・西まで
〒８４５－８５０１　小城市小城町２５３番地２１　
☎７３－８８３５　
メールアドレス　chuukatsu@city.ogi.lg.jp

現在、中心市街地活性化基本計画に係る出
前講座を募集しています。各種研修や会合
などでどうぞご利用ください。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

元気なまちの仕掛け人　タウンマネージャー募集！！
　小城市中心市街地のまちづくりや商業の活性化を行っていただける方を募集します。今、まちづくりに
専門的な知見や情熱を持って動ける人、動きたい人、奮ってご応募ください。
　指定された提出書類を、添えて９月１６日（水）までに事前連絡の上、郵送又はご持参ください。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

※選考時期及び方法：一次審査（資格調査、書類審査、レポート審査）後、直接本人に面接を連絡し、二
次選考（口述（面接）審査）を実施し、選考委員会にて決定します。

業務内容謝金等雇用期間募集人員
小城市中心市街地の活性化事業に対
する企画、実行及び助言など

月４５万円程度
（但し　社会保険料は自己負担）

２年半程度
〔１年ごとに更新〕１人

ふるさと再生雇用基金事業

中心市街地活性化基本計画推進員として職員を募集します！
　中心市街地活性化協議会への委託事業です。雇用を希望する人は下記の応募先に市販の履歴書とハロー
ワーク紹介状を提出してください。

業務内容雇用期間募集人員事業名

まちなか再生のＨＰ作成や空店舗対策、民間個別事
業立上げ支援、イベント企画・実施支援、商店街販売
促進活動の推進等の業務

２年半程度
〔１年ごとに更新〕３人中心市街地活性化

基本計画推進事業

【応募先・問合せ】小城商工会議所（小城市中心市街地活性化協議会事務局）　☎７３－４１１１
※募集要項など詳細については、小城商工会議所ホームページ（http://www.ogi-cci.or.jp）をご覧ください。
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桜
！
ま
た
ご
飯
残
し
て
！
最
後
ま

で
食
べ
な
さ
い
。

だ
っ
て
お
な
か
い
っ
ぱ
い
な
ん
だ

も
ん
。

小
城
市
で
は
毎
月
１
、
０
０
０
ｔ

の
可
燃
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、
そ
れ

を
燃
や
す
た
め
に
年
間
２
億
４
、
５
０
０

万
円
も
か
か
っ
て
い
る
の
。

（
平
成　

年
度
）

１９え
～
そ
ん
な
に　
？！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
当
た
っ

た
く
ら
い
の
金
額
じ
ゃ
な
い
か
！

家
か
ら
出
た
ご
み
を
燃
や
す
お
金

は
私
た
ち
の
税
金
か
ら
使
わ
れ
て

い
る
の
よ
。

　

税
金
を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
！

　

そ
の
た
め
に
、

食
材
を
買
い
す
ぎ
な
い
！

残
さ
な
い
！

作
り
す
ぎ
な
い
！

　

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
よ
！

な
る
ほ
ど
。
安
い
か
ら
っ
て
買
い

過
ぎ
た
り
、
作
り
す
ぎ
な
い
こ
と

が
大
事
だ
ね
。

そ
う
な
の
。
あ
と
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
器
を
使
っ

て
肥
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
。
※
１

　

そ
の
肥
料
で
、
ま
た
美
味
し
い
野
菜
が

で
き
る
の
よ
！

　

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
も
大
好
評
み
た
い
。

そ
れ
に
ご
み
を
分
別
す
る
こ
と
で

ご
み
の
量
を
減
ら
せ
る
ん
だ
よ
。

　

平
成　

年
度
は
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

１９

ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
そ
の
代
金
１
８
５

万
７
、
０
０
０
円
を
塵
芥
処
理
場
の
運
営

費
に
充
て
、
市
の
負
担
軽
減
の
役
に
た
っ

た
ん
だ
。そ

う
な
ん
だ
。
ご
み
の
量
を
減
ら

す
の
は
私
達
の
た
め
で
も
あ
る
ん

だ
ね
。

そ
う
だ
よ
。

混
ぜ
れ
ば
ご
み
！

分
け
れ
ば
資
源
！

　

ち
ゃ
ん
と
実
践
し
よ
う
ね
。

は
ー
い
！

※
１
…
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
た
め
に
、
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
器
を
購
入
さ
れ
た
場
合
、
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
購
入
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
対
す
る
補
助

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

※
購
入
さ
れ
る
前
に
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

久
原
・
川
﨑

　

☎　

−

８
８
０
３

７３

　

胃　

−

８
８
１
１

７３

みんなで 小城市のごみを減らそう！

お
父
さ
ん

桜
ち
ゃ
ん

お
母
さ
ん

小城家
の人々

小城家の夕飯どき・・・。小城家の夕飯どき・・・。

段ボールコンポスト
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９月は動物愛護週間
　９月２０日から２６日は『動物愛護週間』です。動物愛護とは、動物を人間と同一視しようとする理念に基づき、
動物を大切にし、愛そうとする精神のことです。
　近年、犬などのペットは、人間と暮らす家族、伴侶として捉えられ、人間社会での重要度が高まっています
が、その反面ペットに関する苦情が寄せられているのも事実です。マナーを守ること、最低限のしつけをする
ことは飼主の責任です。そして、ペットはその種類によってさまざまな習性を持ち合わせています。ペットを
飼うときは、その習性をきちんと理解し、最後まで責任を持って飼うようにしましょう。

犬を飼っている飼い主の皆さんへ…
①犬の登録をしましょう！！！
　犬の登録は『狂犬病予防法　第４条』に義務付けられています。また、市役所から配布する鑑札をつけるこ
とも、義務付けられていますので、必ずつけましょう。
②狂犬病予防接種を受けましょう！！！
　狂犬病予防接種を年に１回は受けることも『狂犬病予防法　第５条』に義務付けられています。こちらも市
役所から配布する注射済票をつけることが、義務付けられていますので、必ずつけましょう。
③マナーを守りましょう！！！
　・飼い犬の糞は持ち帰りましょう！（犬の糞は燃えるゴミで出せます。）
　・放し飼いはやめましょう！

★飼えなくなった犬や猫の引取り場所について
　何らかの原因で飼えなくなってしまった犬や猫の引取りは、佐賀中部保健福祉事務所で行われており、引渡
す際には有料となります。引取り料金は下記のとおりとなります。なお、引取りの日も決まっていますので佐
賀中部保健福祉事務所（☎３０－１９０６）にお問合せください。
◇指定場所での生後９１日以上の犬又は猫の引取り⇒１頭あたり２，０００円
　（生後９０日以下の子犬又は子猫については、１０頭までごとに２，０００円）
◇指定場所以外での生後９１日以上の犬又は猫の引取り⇒１頭あたり４，０００円
　（生後９０日以下の子犬又は子猫については、１０頭までごとに４，０００円）となります。
※指定場所とは佐賀中部保健福祉事務所で、指定場所以外とは訪問による引取りとなります。
【問合せ】環境課　環境係（小城庁舎）　担当　山口・松本　☎７３－８８０３
　　　　
　動物愛護週間に、『動物愛護フェスティバルさが』が下記の内容で開催されます。是非足を
運んでみてください。

動物愛護フェスティバルさが
◆日時　９月２３日（祝・水）１０時～１５時　　◆場所　県立森林公園
◆内容　・動物ふれあい広場・動物の譲渡会・ペットなんでも相談
　　　　・優良家庭犬の模範演技　など
【問合せ】佐賀県生活衛生課　☎２５－７０７７　　Ｅメール：seikatsueisei@pref.saga.lg.jp
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月
か
ら
の
閉
庁
日
の　
 

１０戸
籍
届
出
は
牛
津
庁
舎
へ

　
　
　
　
　

　
　

月
か
ら
日
直
業
務
を
牛
津
庁

１０
舎
で
の
み
行
う
こ
と
に
伴
い
、
婚

姻
届
や
死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
届
出

の
受
付
に
つ
い
て
も
、
次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
閉
庁
日　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
）

　

の
受
付
場
所

【
変
更
前
】
各
４
庁
舎

【
変
更
後
】
牛
津
庁
舎

◆
平
日
及
び
日
直
業
務
（
８
時　
３０

分
～　

時　

分
）
終
了
後
に
つ
い

１７

１５

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
牛
津
庁
舎

に
て
受
付
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

市
民
課　

市
民
係

　
（
小
城
庁
舎
）☎　

−

８
８
０
０

７３

証
明
書
の
時
間
外
交
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
　

　

電
話
予
約
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

休
日
や
業
務
終
了
後
に
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
時
間

外
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
や
受
け
取
り
方
法
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

交
付
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

（
小
城
市
の
印
鑑
登
録
証
に
切

替
え
が
済
ん
だ
方
の
み
）

・
納
税
証
明
書

・
所
得
証
明
書

・
課
税
証
明
書　

 
利
用
で
き
る
人

　

本
人
又
は
同
一
世
帯
の
人

予
約
時
間

　

平
日
の
８
時　

分
～

３０

　
　
　
　
　
　

時　

分

１７

１５

交
付
の
場
所
及
び
時
間

・
平
日　

牛
津
庁
舎

　
　
　

時　

分
～　

時

１７

３０

２０

・
休
日　

各
４
庁
舎

　
　

８
時　

分
～　

時

３０

１７

　

交
付
の
場
所
が　

月
か
ら
次
の

１０

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
平
日
及
び
休
日
＝
牛
津
庁
舎

　

交
付
時
間
は
変
更
前
と
同
じ
。

【
問
合
せ
】

 
各
庁
舎　

総
合
窓
口
係

 
小
城
庁
舎　
 
☎　

−

８
８
０
５

７３

 
三
日
月
庁
舎 
☎　

−

８
８
２
４

７３

 
牛
津
庁
舎　
 
☎　

−

８
８
０
２

６３

 
芦
刈
庁
舎　
 
☎　

−

８
８
２
２

６３

【
追
納
】
を
お
す
す
め 

し
ま
す
！　
　
　
　

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
よ

り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り

額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
時
は
、
当
時
の
保
険
料
を　
１０

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
出
来
る
「
追
納
」
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
年
金

額
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

但
し
、
３
年
度
目
以
降
の
分
を

追
納
す
る
時
は
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

円
城
寺

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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図
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
家
庭

や
事
業
所
か
ら
出
る
雑
排
水
な
ど

は
、
下
水
道
管
を
通
り
、
終
末
処

理
場
で
き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
河
川
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
水
は
道
路
側
溝
や
水

路
を
通
り
、
河
川
へ
放
流
さ
れ
ま

す
。

下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト

●
近
所
の
川
や
海
が

き
れ
い
に
な
り
ま
す

　

汚
水
は
下
水
管
で
集
め
ら
れ
て

終
末
処
理
場
で
処
理
し
て
か
ら
流

さ
れ
る
の
で
、
水
質
が
改
善
さ
れ

て
魚
の
住
み
や
す
い
き
れ
い
な
川

や
海
に
な
り
ま
す
。

●
水
洗
化
で
快
適
な

生
活
環
境
に
な
り
ま
す

　

水
洗
化
す
る
こ
と
に
よ
り
汲
み

取
り
が
な
く
な
り
、
浄
化
槽
が
な

く
て
も
水
洗
便
所
が
使
え
、
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
便
槽
に
落

ち
る
心
配
が
な
い
の
で
、
幼
児
ひ

と
り
で
も
安
心
し
て
用
が
足
せ
ま

す
し
、
ト
イ
レ
を
部
屋
の
よ
う
に

暖
房
す
る
こ
と
も
で
き
、
お
年
寄

り
の
お
ら
れ
る
家
庭
に
と
て
も
安

心
で
す
。

●
き
れ
い
な
街
に
な
り
ま
す

　

地
上
の
側
溝
や
水
路
に
は
、
雨

水
だ
け
が
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、

伝
染
病
の
媒
介
を
す
る
ハ
エ
や
蚊

な
ど
の
害
虫
が
発
生
し
に
く
く
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
に
は
大

切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下

水
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
制
度

●
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度

　

く
み
取
り
ト
イ
レ
や
単
独
処
理

浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
切
り
替
え
工
事
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

　
●
下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立

補
助
金
交
付
制
度

　

排
水
設
備
工
事
の
た
め
に
積
立

を
さ
れ
た
方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
下
水
道
課　

管
理
係

　
（
芦
刈
庁
舎
）
担
当　

上
野

　

☎　

−

８
８
２
７

６３

 

民
生
・
児
童
委
員
が　
 

　
　

交
代
さ
れ
ま
し
た

　

小
城
町
萩
ノ
町
・
黒
原
地
区
並

び
に
芦
刈
町
三
条
・
高
道
の
担
当

民
生
・
児
童
委
員
が
前
任
者
の
後

を
継
い
で
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
で
困
っ
た
と
き
や
、

相
談
し
た
い
と
き
な
ど
、
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
任
の
委
員
◆

氏
名　
 
武  
富 　
 
英  
喜  
委
員

た
け 
と
み 

ひ
で 
き

　
氏
名　
 
中  
牟  
田 　
 
正  
彦  
委
員

な
か 
む 

た 

ま
さ 
ひ
こ

　
【
問
合
せ
】
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

水
田
・
桑
原

　

☎　
−

８
８
２
５

７３

「
９
月　

日
は
下
水
道
の
日
」
で
す

１０

担当地区
　芦刈町三条・高道

担当地区
　小城町萩ノ町・黒原
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「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て 

あ
な
た
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
事
業
を
行
う
市
民
・
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
方
・
団
体
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
補
助
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助

率
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補助金額補助事業
（１）男女共同参画社会の形成を目的としたリーダー育成事業

１人につき５万円以内ア　男女共同参画に関する大会及び研
　　修等へ参加する活動

１団体につき１０万円以内イ　団体が個人の人材育成を目的とし
　　て開催する研修会等
（２）　男女共同参画社会の形成のために有効な事業

１団体につき２０万円以内ア　研修会・講演会等の啓発事業
１団体につき１０万円以内イ　刊行物の発行事業
１団体につき１０万円以内ウ　意識調査・実態調査等の実施事業

「日本女性会議２００９さかい」開催！
　男女共同参画社会の実現を目指す全国規模の大会です。上記補助事
業の（１）－アの対象となります。補助金の申請は大会日程の３０日前ま
でで、市ＨＰより補助金申請書のダウンロードができます。詳しくは
お問合せください。
【日程】１０月３０日（金）・３１日（土）　　【開催地】大阪府堺市
※大会参加手続き・宿泊手続等は参加者個人で行うものとします。
　会議の詳細はURL 2009sakai.jp/をご覧ください。

【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　山下・熊谷　☎６３－８８０３

 　　　サガン鳥栖交流宣言情報 No.3

【問合せ】生涯学習課　社会体育係（小城庁舎）担当　高木　☎７３－８８０８

サガン鳥栖　ＶＳ　カターレ富山
（１９：００試合開始）

　　　と　き：９月１９日（土）１７：００開場
　　　ところ：ベストアメニティスタジアム（鳥栖市）

プログラム
１７：００　開場
　　　　小城のよかとこ物産市で
　　　　お楽しみください
１７：１０　前座試合
　　　　小城市内サッカージュニアマッチ
　　　　きみもストライカー
１８：０５　キックオフ前パフォーマンス
　　　　牛津高校ジャンベ部出演
１９：００　キックイン（始球式）
　　　　小学生･中，高校生・小城市長
１９：０５　前半戦　キックオフ
１９：５０　ハーフタイム
２０：０５　後半戦　キックオフ
２０：５０　試合終了
２１：０５　ＭＶＰ授与　
　　　　小城の特産品が贈られます

「今日はまるごと小城市の日」いよいよ開催！

応援に
きてね！

下り上り
牛
津
駅

牛津着鳥栖発鳥栖着牛津発
２１：３３２１：００１６：４４１６：０４
２２：０７２１：２９１７：０６１６：２７
２２：３８２２：０４１７：３９１６：５５

下り上り
小
城
駅

小城着佐賀発鳥栖発鳥栖着佐賀発小城発
２１：４５２１：３０２１：００１６：４４１６：２０１５：５４
２２：４６２２：３２２２：０４１７：３９１７：０６１６：４２

１８：０３１７：３４１７：１４

－JR時刻表－

※小城発着分は（唐津線）は佐賀駅で乗り換えです。

男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支
え
あ

　

男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支
え
あ
いい

希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市
を
目
指
し
て

希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市
を
目
指
し
て　
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第　

回 
２２

小
城
市
芦
刈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加

者
募
集
！　
　
　
　
　
　

　

今
年
で　

回
を
数
え
る
、
小
城

２２

市
芦
刈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
内
外
合
わ
せ
て
約

８
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、
盛

大
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２５

　
　
　
　

雨
天
決
行

◇
会
場　

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
公
園　

　
　
　
　
（
芦
刈
海
岸
周
辺
）

◇
参
加
費　
　
　

　

小
学
生
・
中
学
生
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

５
０
０
円

※
た
だ
し
、
市
内
小
学
生
・
中
学

生
は
３
０
０
円
。

　

高
校
生　
　
　
　
　

７
０
０
円

　

一
般　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

※
就
学
前
の
幼
児
は
無
料
で
す
。

※
納
入
さ
れ
た
参
加
費
は
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
。

◇
参
加
申
込

　

申
込
書
は
最
寄
り
の
公
民
館
・

各
庁
舎
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
に
つ
い

て
は
、
郵
便
局
で
入
金
し
て
頂
く

か
、
芦
刈
公
民
館
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
で
申
し
込
む
場
合

の
参
加
費
は
、
現
金
書
留
又
は
、

郵
便
小
為
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
郵
便
切
手
・
収
入
印
紙
等
で
の
送

金
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

◇
申
込
締
切　
　

月
２
日
（
金
）

１０

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

【
問
合
せ
・
郵
送
先
】

　

〒
８
４
９−
０
３
１
４　

　

小
城
市
芦
刈
町
三
王
崎
３
１
８

　

番
地
１　

芦
刈
公
民
館
内

　

小
城
市
芦
刈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ロ
ー

　

ド
レ
ー
ス
大
会　

実
行
委
員
会

　

事
務
局　

☎　

−

８
８
３
５

６３

 

人
権
の
ま
ど

「
人
の
心
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
」

　

小
城
市
社
会
教
育
指
導
員

清
水
恵
美
子

　

２
０
０
３
年
の
師
走
、
佐
賀
県

で
「
○
○
日
に
○
○
銀
行
が
つ
ぶ

れ
る
そ
う
で
す
」
と
い
う
全
く
デ

マ
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
が
飛
び
交

い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
９
万
２
千

人
の
人
び
と
が
預
金
を
引
き
出
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
み
な
さ
ん

は
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
一
度
発
信
さ
れ

た
情
報
は
事
実
か
ど
う
か
も
わ
か

ら
ず
、
責
任
の
所
在
も
は
っ
き
り

し
な
い
ま
ま
一
方
的
に
拡
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
が
広
が

る
一
方
で
、
他
人
の
人
権
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る
誹

謗
、
中
傷
、
差
別
的
な
落
書
き
な

ど
、
人
権
侵
害
と
な
る
事
件
が
数

多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
書
か
れ

た
立
場
の
人
に
と
っ
て
は
、
辛
い

思
い
だ
け
で
な
く
、
命
を
脅
か
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
便
利
さ
や
豊
か
さ

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な

落
と
し
穴
も
あ
り
ま
す
。
機
器
の

向
こ
う
に
い
る
の
は
、
人
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。

　
「
何
が
正
し
い
情
報
な
の
か
の

判
断
、
情
報
の
信
憑
性
」
に
つ
い

て
考
え
、
噂
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
、
お
互
い
の
人

権
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
相
談
！

　

市
で
は
、
多
重
債
務
・
訪
問
販

売
・
電
話
勧
誘
販
売
・
消
費
者
契
約

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
消
費

生
活
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
専
門
相
談
員
に
よ
る

相
談
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の　

時
～　

時
ま
で
電
話
・
面
談

１０

１６

に
て
お
受
け
し
ま
す
。

◆
相
談
専
用
電
話

　

☎　

−

５
６
６
７

７２

【
問
合
せ
】
市
民
課　

　

消
費
生
活
相
談
係（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野
・
野
口　

　

☎　
−

８
８
０
０

７３
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税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【 夜間納税相談】
 ９月１０日・２４日（木）
 １７：３０～２０：００
 場所　小城庁舎１階　
 　　　税務課

【問合せ】
 税務課（小城庁舎）
 ☎７３－８８１０
 ☎７３－８８０１

納期限を守りましょう！
９月３０日（水）　　国民健康保険税　４期

Ｑ 
＆ 
Ａ

Ｑ
１　

本
人
の
意
思
に
よ
り
、
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）
か
ら
、
普
通
徴
収

へ
切
り
換
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
１　

本
人
の
意
思
に
よ
る
選
択
は
で
き
ま
せ

ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
国
民
健
康

保
険
税
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
口
座
振

替
へ
の
選
択
が
で
き
ま
す
が
、
個
人
住
民
税

の
場
合
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
特
別
徴
収
の
み

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２　

年
度
の
途
中
で
、
住
民
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
特
別
徴
収
税
額
も
変
更
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ
２　

年
度
の
途
中
で
、
年
金
に
か
か
わ
る
住

民
税
額
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
特
別
徴
収

は
中
止
に
な
り
、
徴
収
済
の
税
額
は
引
い
た

残
り
の
額
を
全
て
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
３　

当
初
は
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
よ
り

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
保

険
料
が
変
更
に
な
り
普
通
徴
収
に
な
り
ま
し

た
。
住
民
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
３　

介
護
保
険
料
の
対
象
者
で
な
く
な
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
に
つ
い
て
も
普
通

徴
収
に
な
り
ま
す
。

住民税の年金からの引き落としが始まります
（特別徴収制度）

年金を受給されて
いる

65歳以上の方ご確
認ください！

対象となる方は対象となる方は

21年10月からの納付方法は21年10月からの納付方法は

※特別徴収制度…給料や年金から差し引いて納めていただく制度です。
※普通徴収制度…納付書や口座振替で納めていただく制度です。
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ち
の
話
題

スクッピト

あんなこと
こんなこと

新新新発見ま
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俳
優
の
い
か
り
や
長
介
さ
ん
が

主
演
を
務
め
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
取
調
室
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版

「
女
取
調
官
」の
県
内
ロ
ケ
が
あ
り
、

８
月
６
日
（
木
）
に
小
城
庁
舎
に

お
い
て
も
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
警
察
署
と
い
う
設
定

で
、
３
階
の
会
議
室
が
霊
安
室
に
、

１
階
が
鑑
識
課
に
早
変
わ
り
。
主

演
の
賀
来
千
香
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

俳
優
の
竜
雷
太
さ
ん
な
ど
役
者
さ

ん
ら
が
演
技
を
す
る
中
、
市
役
所

職
員
３
人
も
監
督
さ
ん
の
意
向
で

出
演
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
は
秋
以
降
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系

で
放
送
さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み

に
！

 

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ

 
「
女
取
調
官
」

　

小
城
市
内
で
撮
影

　

８
月
４
日（
火
）か
ら
６
日（
木
）

に
か
け
て
、
牛
津
地
区
青
少
年
育

成
会
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
牛
津

高
校
と
小
城
高
校
の
美
術
部
員
が
、

小
城
消
防
署
南
地
下
道
に
壁
画
を

描
き
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
が
登
校
日
と
重
な
っ
た

牛
津
小
学
校
生
は
喜
び
の
歓
声
を

あ
げ
、
中
に
は
、「
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
掛
け
る
児
童
に
、
高
校
生

達
が
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」
と

返
答
す
る
微
笑
ま
し
い
一
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

小
城
地
区
防
犯
協
会
、
牛
津
校

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
実
現
で
き
た

地
下
道
壁
画
。　

　

い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
ず
に
私
た

ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

 

地
下
道
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
！

　

８
月　

日
（
日
）
、
芦
刈
中
学

１６

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夏
季
訓
練
が
開

催
さ
れ
、
炎
天
下
の
中
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
つ
い
て
は
、

　

分
団
か
ら
の
各
隊
に
よ
る
競
技

１２方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝　

小
城
第
２
分
団

　

２
位　

小
城
第
３
分
団

　

３
位　

小
城
第
１
分
団

 

小
城
市
消
防
団

夏
季
訓
練
開
催

 

牛
津
町綱

引
き
大
会

　

８
月
８
日
（
土
）
、
牛
津
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第　

回
牛
津

２２

町
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
、
男

性
の
部　

チ
ー
ム
、
女
性
の
部
７

１１

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
選
手
、

応
援
団
と
も
熱
い
闘
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
男
性
の
部
】

　

準
優
勝　

つ
な
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　

第
三
位　

江
津

【
女
性
の
部
】

　

準
優
勝　

江
津

　

第
三
位　

両
新
村

男性の部　優勝
両新村

女性の部　優勝
つなおよねーず
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８
月　

日
（
月
）
芦
刈
文
化

１７

体
育
館
で
、
芦
刈
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
久
光
製
薬
ス
プ
リ

ン
グ
ス
の
選
手
、
コ
ー
チ
を
招

き
、
芦
刈
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員
を
は
じ
め
、

小
城
市
内
の
小
・
中
学
生
・
指

導
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

プ
ロ
の
技
を
間
近
に
し
て
、

参
加
者
か
ら
は
、
拍
手
や
歓
声

が
上
が
り
、
少
し
で
も
上
達
し

よ
う
と
熱
心
に
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
芦
刈
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
北

川
可
奈
絵
さ
ん
よ
り
「
今
日
ご

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

い
つ
も
心
が
け
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
も
っ
と
好
き
に
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

 

じ
ん
け
ん
ふ
れ
あ

い
セ
ミ
ナ
ー
が
ス

タ
ー
ト

　

じ
ん
け
ん
ふ
れ
あ
い
セ
ミ

ナ
ー
（
全
７
回
）
の
第
１
回
講

座（
小
城
市
同
和
問
題
講
演
会
）

が
８
月　

日
（
木
）、
ド
ゥ
イ
ン

２０

グ
三
日
月
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
精
神
科
医
で
立
教

大
学
教
授
の
香
山
リ
カ
さ
ん
。

精
神
科
医
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

「
今
あ
る
自
分
自
身
を
認
め
る

こ
と
で
人
に
対
し
て
の
見
方
も

か
わ
っ
て
く
る
。
共
に
生
き
る

社
会
を
め
ざ
す
に
は
、
人
と
人

が
お
互
い
様
の
心
を
も
っ
て
、

認
め
合
い
支
え
あ
う
こ
と
が
大

切
な
ん
で
す
」
と
講
演
さ
れ
、

聴
衆
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月　

日
（
日
）
神
埼
市
で

２３

第　

回
『
佐
賀
県
子
ど
も
会
連

３９
合
会
球
技
大
会
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
大
会
で
優
勝
し
た

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
部
で

は
桜
岡
Ａ
（
布
施
ヶ
里
）
子
ど

も
ク
ラ
ブ
が
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
部
で
は
牛
津
六
区

（
江
津
ヶ
里
、
下
江
良
、
大
戸
ヶ

里
）
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ

れ
小
城
市
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
牛
津
六
区
が
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
（
金
）、
佐
賀
広
域

消
防
局
か
ら
、
小
城
町
の
羽
野

さ
ん
親
子
と
陣
内
さ
ん
３
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
人
は
７
月　

日
夕
方
、
パ

１８

ン
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
、
心
肺

停
止
状
態
に
な
っ
た
男
性
を
見

つ
け
１
１
９
番
通
報
。
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
に
、
パ
ン
を

と
り
の
ぞ
き
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
す
る
な
ど
適
切
な
処
置
を
行

い
、
自
発
呼
吸
と
自
己
心
拍
を

再
開
さ
せ
ま
し
た
。

※
各
地
区
等
で
、
救
急
講
習
会

の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

小
城
消
防
署

　

救
急
係　

☎　

−

１
５
４
１

６６

　

北
分
署
救
急
係

　
　
　
　
　

☎　

−

９
９
１
９

７３

 

見
事
な
チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
人
命
救
助

　

８
月　

日
（
金
）、
午
前
８
時

２１

か
ら
２
時
間
に
わ
た
り
、
有
明

海
漁
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
総

勢
１
０
０
人
に
よ
る
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
ク
ズ
や
流
木
・
流
竹
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
大
量
の
ゴ

ミ
が
海
岸
端
ま
で
寄
せ
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

 

有
明
海
で清

掃
活
動

 

牛
津
六
区
優
勝　
！！

　

県
子
連
球
技
大
会

 

未
来
の
プ
ロ
選
手

誕
生
？

左から、 羽  野 清子さん
は の

　　　　羽野さゆりさん
　　　　陣内しょう子さん

救
急
講
習
会
を
実
施

　

牛
津
町
区
長
会
が
、
７
月
に

救
急
講
習
会
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
手
順
な
ど
を
学
び
、
受
講

者
全
員
に
普
通
救
命
講
習
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。



市民病院からのお知らせ
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
とととととととととととととととととととと
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健

「
食
と
健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
のののののののののののののののののののの
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

そ
の
１

～
生
活
習
慣
病
と
食
事
の
関
係
～ 

内
科
医
師　
 
黄 　
 
泰  
奉 

こ
う 

や
す 

お

　

日
本
人
の
６
人
に
１
人
が
糖
尿
病
も

し
く
は
そ
の
予
備
軍
で
、
人
数
に
し
ま

す
と
約
２
千
万
人
に
も
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
初
期
に
は
の
ど
の
渇
き
や

尿
の
回
数
が
多
い
程
度
で
あ
ま
り
目

立
っ
た
症
状
も
無
い
こ
と
か
ら
、
か
な

り
進
行
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
病
院
に
か

か
る
ケ
ー
ス
が
大
変
に
多
い
の
で
す
。

医
者
に
か
か
っ
て
も
１
～
２
度
薬
を
も

ら
っ
て
お
し
ま
い
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も

よ
く
経
験
し
ま
す
。
し
か
し
本
当
に
糖

尿
病
の
こ
わ
さ
が
身
に
染
み
て
く
る
の

は
発
病
し
て　

年
以
降
の
こ
と
で
す
。

１０

　

血
糖
値
が
高
い
ま
ま
放
置
す
る
と
血

管
が
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
き
ま
す
。

ま
た
そ
の
影
響
は
小
さ
な
血
管
ほ
ど
強

く
出
る
の
で
す
。

　

小
さ
い
血
管
す
な
わ
ち
「
毛
細
血

管
」
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
特
に

手
足
の
先
や
目
の
網
膜
や
腎
臓
に
多
い

の
で
糖
尿
病
の
合
併
症
も
そ
れ
ら
の
場

所
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。　
　

　

少
し
の
傷
が
も
と
で
細
菌
感
染
を
お

こ
し
結
局
足
を
切
断
す
る
こ
と
も
稀
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
年
間
５
千

人
近
く
の
方
が
糖
尿
病
の
た
め
指
や
足

を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
網
膜
症
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

や
は
り
一
年
間
に
３
千
５
百
人
も
の
方

が
失
明
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
も
徐
々
に
視
力
が
低
下
す
る
の
で

あ
れ
ば
早
め
の
処
置
も
可
能
で
す
が
、

例
え
ば
車
を
運
転
中
に
突
然
光
を
失
っ

て
し
ま
う
と
い
う
例
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
旦
視
力
の
低
下
が
進
み
始
め

れ
ば
回
復
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

更
に
腎
障
害
に
つ
い
て
で
す
が
、
末

期
の
腎
不
全
に
な
り
人
工
透
析
が
必
要

と
な
る
方
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
年

間
１
万
５
千
人
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
今

後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
色
々
と
糖
尿
病
に
つ
い
て
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
私
た
ち
は

一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

て
い
た
だ
き
必
要
で
あ
れ
ば
薬
物
に
よ

る
治
療
も
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か

し
糖
尿
病
の
治
療
薬
に
は
必
ず
こ
う
い

う
但
し
書
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
十
分
に

行
っ
た
上
で
ど
う
し
て
も
血
糖
値
が
下

が
ら
な
い
と
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
治
療

の
基
本
は
あ
く
ま
で
も
食
事
療
法
が
中

心
に
な
り
ま
す
。

　

次
回　

月
５
日
号
で
「
食
事
療
法
」

１０

の
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

糖尿病教室のお知らせ
血糖値が気になる人、家族に糖尿病の方がいる人など

参加費無料！！　どなたでも参加自由です。
　　　　　　①日程：毎月、第２・第４の木曜日に開催予定です
　　　　　　②時間：午後３時から　（１時間程度）
　　　　　　③場所：小城市民病院　３階研修室（リハビリ室の隣）

今後の開催予定

【問合せ】小城市民病院　☎７３－２１６１

９月１０日（木）午後３時～
◎「合併症の基本について」　医師

◎「日常生活のポイント」　　糖尿病療養指導士

◎「あなたはどのタイプ？」　管理栄養士

９月２４日（木）午後３時～
◎「目で見る動脈硬化」　臨床検査技師
超音波担当の堤玲子技師による、エコーを使っ
た動脈硬化の診断についてのお話です。
◎「低血糖の時の対応」　糖尿病療養指導士
◎「食べ物と運動」　　　管理栄養士

【担　当】
・内科医師： 黄 　 泰  奉 　・糖尿病療養指導士：江頭早苗　・管理栄養士：岡本百合子

こう やす お
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お知らせです。その他です。集です。募
情報を区別しています
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１０％プレミアム付
「西のなにわ券」限定販売

　現在販売している「西のなにわ券」に、１０％のプ
レミアムを付加して販売します。完売次第終了しま
すので、お早めにご購入ください。
◇「西のなにわ券」とは
牛津・芦刈地区の加盟店４５店の各店で独自サービ
スを受けられる券です。
◇１０％プレミアムとは
５，０００円で５，５００円分の「西のなにわ券」を購入で
きます。
◆販売開始日　９月１４日（月）
◆販売条件　　５，０００円毎販売
　　　　　　　（お一人２０，０００円まで）
◆販売総額　　５００万円分
◆特別販売
　９月１２日（土）１６時～２１時
　「西のなにわテント市ビアガーデン」会場
　（乙宮神社横商店街駐車場）
【問合せ・販売】　牛津芦刈商工会　☎６６－０２２２

知

芦刈よさこい祭りの開催

◆日時　９月１３日（日）　１０時～１２時３０分
◆場所　小城市芦刈農村環境改善センター駐車場　
◆内容　各地域のよさこいチームが参加し、演舞を

披露します。最後は、観客もいっしょに総
踊りを予定しています。

　　　　よさこいを通じて交流を深め、元気と賑わ
いを創出しますので、皆さんの参加をお待
ちしています。芦刈町物産販売所の特産品
の販売も行います。

【問合せ】芦刈ＹＡＳＳＡＩ隊
　　　　　担当　古賀　☎０８０－１７０６－５５３７

知

小城市牛津産業まつり
出店者募集

　１１月８日（日）に開催の小城市牛津産業まつりへ
の出店者を募集します。
　スペースに限りがありますので、下記の申込先へ
お早めにお電話で応募ください。
◆一般出店（テント有）
　出店料有料（テント・イス・机、道路使用料等）
◆フリーマーケット（テント無）
　出店料無料
※但し、スペースの関係で、道路に出店される場合
は、道路使用料が必要になります。
【申込み・問合せ】牛津芦刈商工会
　　　　　　　　　担当　本山　☎６６－０２２２

市民協働だより（仮称）
編集スタッフ募集！

　団体からのお知らせやＰＲなどを行う「市民協働
だより（仮称）」発行に伴う編集スタッフを募集しま
す。
◆募集人員　５名程度
◆募集要件　男女、年齢は問いません。
　　　　　　（市民活動を行っておられる方など）
◆募集期限　９月末日
◆発行計画　おおむね年２回の発行を予定
※詳しくは､電話又はメールでお問合せください｡
【申込み・問合せ】
　ＣＳＯ市民活動センター｢ようこそ｣　☎７２－３５６６
　Ｅメール：youkoso@ec6.technowave.ne.jp

募

募

ひとり親家庭の皆さん
届出はお済みですか？

　児童扶養手当の現況届、ひとり親家庭等医療費助
成資格更新申請の手続きはお済みですか？
　８月中に受付を行いましたが、児童扶養手当の現
況届、ひとり親家庭等医療費助成資格更新申請書
を、まだ提出されていない方は、必要書類を確認の
上、至急提出をお願いします。
　提出がない場合、児童扶養手当については差し止
めになり、また、医療費助成については助成ができ
なくなりますのでご注意ください。
◆受付場所　小城庁舎２階　こども課　
　※詳しくは通知をご覧ください。
【問合せ・提出先】
　こども課　子育て支援係（小城庁舎）
　担当　栁川・池田　☎７３－８８２１

知
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育児サポーター養成講座

　子育てのお手伝いをしてくださる、育児サポー
ターになってみませんか？
　ご希望の方は講習にご参加ください。

◆第１回「絵本の読み語り」
　・日時　１０月７日（水）１０時～１２時
◆第２回「乳幼児の安全法」
　　　　　－子どもに起きやすい事故と手当－
　・日時　１０月７日（水）１３時３０分～１５時
◆第３回「しょうがい児の対応について」
　・日時　１０月８日（木）１０時～１２時
◆第４回「病気、病後の託児で気をつけること」　
　・日時　１０月８日（木）１３時３０分～１４時３０分
◆場所　小城保健福祉センター「 桜  楽  館 」

さく ら かん

◆申込方法　電話にてご連絡ください。
◆参加費　無料

【申込み・問合せ】
　小城市子育て相互支援センター
　（小城市社会福祉協議会）　担当　船津
　☎７３－２７００　胃７３－４３４７

全国一斉
成年後見相談会を開催

　成年後見制度は、認知症や知的障害・精神障害な
どにより判断能力が不十分な方々が、財産侵害を受
けたり、人間としての尊厳が損なわれたりすること
がないように、法律面や生活面で保護・支援する身
近なしくみです。相談会では、司法書士がご本人は
もちろん、養護者の方々の不安やご相談にお応えし
ます。
◆日　時　９月１９日（土）１０時～１５時
◆場　所　アバンセ　４階第１研修室Ａ・Ｂ
◆相談料　無料
◆相談例　
・ひとり暮らしの今後が不安だ。
・遺産分割協議をしたいけれど、相続人の一人が認
知症でできない･･･。
・知的障害を持つ子どもの将来が心配。
・年金が母のために使われていないみたい･･･どう
しよう。
【問合せ】佐賀県司法書士会　☎２９－０６２６

知

募無料調停相談会開催

　夫婦・親子関係・相続・戸籍等の問題・金銭・建
物等でお困りの方、裁判所の民事・家事の調停委員
と弁護士が相談に応じます。
　一人で悩まないで気楽に相談してみませんか？
◆日時　９月２６日（土）１０時～１５時
◆場所　アイ・スクエアビル５階
◆費用　相談無料
【問合せ】佐賀調停協会（家庭裁判所内）
　　　　　担当　白濱　☎２３－３１６１

知

「観月会」のご案内

小城市文化連盟牛津支部主催
◆日時　９月１２日（土）１８時～
◆場所　保健福祉センター「アイル」
◆内容　大正琴、邦楽、民謡、日本舞踊、民舞
　　　　フラダンス、リズムダンスなど
　　　　裏千家流のお茶席も用意しています。
【問合せ】担当　川副　☎６３－８８１３

小城市文化連盟三日月支部主催
◆日時　９月２６日（土）
　　　　茶会・展示の部　１７時３０分～
　　　　発表の部　開場１８時～　開演　１８時３０分～
◆場所　ドゥイング三日月
◆内容　ホールでは楽しいステージ発表があり、観

月茶会や俳句や川柳の展示もありますよ。
先着２００名にはお月見饅頭の配布もありま
す（要引換券）

【問合せ】担当　馬場・糸山　☎７２－１６１６

佐賀商工共済問題
巡回受付窓口のお知らせ

　佐賀商工共済協同組合の破産により配当を受けた
元組合員（元役員を除く）で、訴訟を提起していな
い方に対し、給付金を支給しています。給付金の申
請の受付は、本年１０月６日で終了します。
◆巡回受付窓口　９月１０日（木）１０時～１６時
◆場所　小城庁舎　３－１会議室（３階）
◆申請期限　平成２１年１０月６日（火）
【申請受付窓口・問合せ】
　佐賀県商工課　☎２５－７４０１

知

知
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各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日
健康相談

芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日
行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日
牛津公民館毎月第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日
芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室毎週月・水・金曜日消費生活

相　　談

税務署からのお知らせ
豪雨で被害を受けた皆様へ

　災害により国税の申告、申請、請求、納税などを
期限までにできないときは、所轄税務署長への申請
により、期限の延長や納税の猶予ができる場合があ
ります。また、確定申告により雑損控除などの所得
税の軽減を受ける制度もあります。
　詳しいことは、福岡国税局ホームページをご覧に
なるか、佐賀税務署にお問合せください。
【問合せ】佐賀税務署　☎３２－７５１１
　福岡国税局ホームページ
　http://www.nta.go.jp/fukuoka/

知
県職員採用試験

（Ｕ・Ｉターン型民間企業等経験者）

◆内　　容　書類選考、面接・論文など
◆願書受付　９月１日（火）～２５日（金）
※対象者など詳しくはお尋ねください。
【問合せ】佐賀県人事委員会事務局　☎２５－７２９５

自立を迫られる若者
家族・社会が出来ること

　ニート等の若者の自立のためには、一番の理解者
である家族が若者を追いつめないことが大事である
という観点から、家族に向けた講演会です。
◆日　時　９月２０日（日）
　　　　　１３時３０分～１６時　（受付　１３時～）
◆場　所　アバンセ　４階　第２研修室
◆参加費　無料
◆定　員　先着８０人（事前申込み不要）
◆対　象　ニート等自立できない若者を家族に持つ

方、支援者の方、子どもの自立に関心の
ある方など。

【問合せ】親の会「ほっとケーキ」☎６０－３２７７

募

知

手作りマーケットⅰn芦刈
出店者を募集します！

◆日時　１１月７日（土）　１０時～１５時３０分
◆場所　小城市芦刈農村環境改善センター
　　　　多目的ホール　
◆内容　手作り品（雑貨、木工製品、衣料など）を

出店していただける方を募集します。な
お、業者の方は、出店できません。

◆募集期限　１０月２日（金）【２０店舗募集】
◆参加費　３，０００円
【問合せ】
　がばいうまかもんば広める会　農村cafe
　担当　森永　☎０９０－６４２５－９５１５
　　　　田中　☎０９０－９５８５－９２９９

募第４回リンパ浮腫講習会

◆日時　１０月１７日（土）　１４時～１６時３０分
◆場所　佐賀市民会館　２階　大会議室
◆内容　
　・講演「リンパ浮腫の予防と治療」
　　九州中央病院　副院長　北村　薫講師
　・実技実習「セルフケアの実際」
　　同リンパ浮腫センター技師　千葉　美由紀講師
※弾性着衣・医療器機メーカーによる展示説明も行
います｡
◆参加費　無料（先着１６０名）
◆申込方法　往復ハガキでお申込みください｡
　　　　　　１０月１２日（月）必着　
【問合せ】患者会「かちどきの会」佐賀事務局
　　　　　〒８４３－００２４
　　　　　武雄市武雄町大字富岡１０１６４－３　
　　　　　支部会長　高田仁子　☎０９５４－２３－５６８０

募
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帳
に
も
と
づ
く
人
の
動
き
　
平
成
21
年
8
月
１
日
現
在
　（
前
月
比
）人
口
46,5

村岡 義明さん
よし  あき

～　アイ　ラブ　おぎ　～

佐賀美術協会展に見事
入選した「帰郷」。

作品は自宅で公開中。かわいいオーナメントが
埋め込まれた時計。

ク
ラ
フ
ト
（
木
工
芸
）
と
の
出
会
い

　
「
仕
事
の
関
係
で
栃
木
に
い
た
時
に
ウ
ッ

デ
ィ
ピ
ク
チ
ャ
ー
に
出
会
い
、
自
分
で
も

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
２
年
間
、
毎
週
末
、

工
房
に
通
っ
て
木
工
を
習
い
ま
し
た
」。

　

村
岡
さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

木
目
の
優
し
さ
、
色
の
鮮
や
か
さ
に
心
が
和

む
。

　

制
作
の
工
程
は
、
ま
ず
下
絵
を
描
い
て
、

木
を
切
り
、
や
す
り
を
か
け
磨
く
。
角
を

と
っ
て
丸
く
仕
上
げ
、
着
色
し
て
完
成
だ
。

　
「
と
て
も
手
の
か
か
る
工
程
で
す
が
、
木

は
素
直
。
こ
ち
ら
が
手
を
か
け
た
分
だ
け
応

え
て
く
れ
ま
す
。　

　

木
の
持
つ
質
感
、
木
目
、
色
を
ど
う
や
っ

た
ら
活
か
せ
る
か
、
色
ん
な
塗
料
や
絵
の
具

を
試
し
ま
す
。
試
行
錯
誤
し
な
い
と
良
い
も

の
は
生
ま
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
村
岡
さ
ん

は
語
る
。

木
に
込
め
た
思
い

　

村
岡
さ
ん
の
様
々
な
作
品
の
中
で
、
と
り

わ
け
個
性
的
な
の
が
時
計
だ
。
丸
型
、
半
円
、

て
ん
と
う
虫
型
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
に
、

鳥
の
顔
な
ど
の
秒
針
が
時
を
刻
む
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
を
特
別
な
も
の
で
な
く
日
常

の
中
で
使
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
い
で

す
。
以
前
、
私
の
時
計
を
購
入
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
『
子
ど
も
の
部
屋
に
飾
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
鳥
の
時
間
っ
て
言
う
ん
で
す

よ
』
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
の
村
岡
さ
ん
。

木
と
共
に

　

小
城
に
住
む
お
母
さ
ん
の
こ
と
と
、
も
っ

と
木
工
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

今
年
、
小
城
に
戻
り
、
工
房
「
木
の
絵
」
で

制
作
に
励
み
、
個
展
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

「
最
初
は
佐
賀
の
人
に
、
ク
ラ
フ
ト
が
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
か
不
安
だ
っ
た
ん
で
す
が

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
城

の
人
は
本
当
に
温
か
い
で
す
」
と
村
岡
さ
ん
。

　

今
年
、
佐
賀
美
術
協
会
展
に
初
挑
戦
し
、

見
事
入
選
。

　

昼
間
は
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
１
週
間
で

作
り
上
げ
た
。
自
身
の
成
長
の
た
め
に
今
後

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
、
と
決
意
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
木
に

触
っ
て
い
る
と
、
と
て
も
気
持
ち
が
落
ち
着

き
ま
す
。
お
一
人
で
も
私
の
作
品
を
見
て
、

癒
さ
れ
た
り
、
元
気
な
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村
岡
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1955年生まれ、４歳の時に父の転勤で小城

を離れる。1990年クラフト（木工芸）に出

会い、学び始める。1995年アマチュアクラ

フトフェアに出品を始める。2004年転勤地

の神奈川で鎌倉彫を学ぶ。2009年３月職場

を早期退職し、実家の三日月町に戻り、佐

賀県立産業技術学院で学ぶ傍ら制作活動に

励む。54歳。
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